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第三次産業における労働災害発生状況
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資料出所：厚生労働省「死傷病報告」

製造業28,643人
24.5%

第三次産業

49 320人42 3%
H13年 H22年

第３次産業 43,243 49,320

建設業 人

鉱業218人 0.2%

49,320人42.3%

全産業に占
める割合

30.8% 42.3%
建設業16,143人

13.8%
陸運業13,815人

11.8%

農林業等5,162人
4 4%

旅客運送業3,079人

2.6％

港湾荷役 353人0.3％

全産業合計 116 733人

全産業に占める第三次産業の労働災害
の割合は増加傾向 → ４割超え

4.4%

図１ 死傷災害の業種別内訳（平成22年）

（資料出所:「労働者死傷病報告」）
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図２ 第三次産業の業種別災害発生状況（平成22年）

（資料出所:「労働者死傷病報告」）
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図３ 第三次産業の事故の型別災害発生状況（平成22年）

（資料出所:「労働者死傷病報告」）
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図４ 災害発生率（年千人率）の業種別比較（平成22年）

（年千人率）

年千人率＝(1年間の死傷者数）／（1年間の平均労働者数）×1,000

図４ 災害発生率（年千人率）の業種別比較（平成22年）

（資料出所:「労災給付データ及び労災保険事業年報（適用労働者数）」）


